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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■メCest， Madame，　disait－e皿e un jour　a la　Duchesse　de　Panne，　vous　ne　voulez　pas　que
Dom　S6bastien　soit　le　vrai　Roi　de　Portugal，　par㏄qu’丑ne　peut　plus　vous　faire　part　de
cette　Couronne　mais【＿】
（Les　Annales　galantes，　p．508－509）
偽ドン・セバスティアンが要求している王冠は本来彼のものでないという事実は変わら
ない。だがパルム公妃はこの根拠に基づいて行動しているのではなかった。嫉妬心にか
られて復讐しようと思ったのである。それにモロッコの姫［クセリーヌ］のあまりの美
しさは，自分が罰しようとしているドン・セバスティアンの罪もなるほど仕方のないこ
とであったのかと公妃をも内心納得させるほどのものであったのでなおさら，公妃はク
セリーヌの美しさにうちのめされたのであった。［．．．．．．］クセリーヌ姫は公妃のこう
した心の動きすべてを見て取って，ある日次のように公妃に語りかけた。「あなたがな
るのかお察しいたしますわ。ご自分が王妃としてポルトガルの王位に就くことができな
いことがご不満ですのね。でも［．．．．．．］　　　　　　　　　　　　　　（『恋の暦』）
クセリーヌ姫は自分が公妃と同じ立場ならばどういう態度を取るかを公妃の前で披露する。
Employez　votre　cr6dit　pour　lui　faire　rendre　son　Royaume，　r6tractez－vous　de　ce　qu’un
injuste　ressentilnent　vous　a　fait　avancer，　et　je◎onsens　que　ce　Pdnce　tienne　la　parole
qu’il　vous　avait　autrefois　donn6e；1’a㎞e　bien　mieux　le　voir　r6gner，　et　pouvoir　me
son　c㏄ur，　que　cene　qui　veut　les　lui　ravir，　que　de　le　poss6der　tranquillement，　et　de
pouvoir　craindre　qu’elltre　mes　bras，皿ait　sulet　de　regretter　quelque　chose．
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（め鼠，P・509－510）
あなたのお力すべてを使ってあの人に王国を返してあげてください。あなたが味わって
いる怒りはいわれのないものなのですし，この怒りにかられてあの人を偽物だと告発し
たあの発言を取り消していただけるのでしたら，王がかつてあなたにした婚約の約束を
履行するのに反対したりいたしません。私はあの人が王として君臨し，心の底では私の
ことを命の恩人として，また自分を王位につけてくれた人として愛してくれていればそ
れでいいのです。そのほうがあの人から命や王位を取り上げるよりどんなにいいでしょ
う。それにあの人を手にいれたとして，あの人が私の腕のなかで失った王冠について後
悔しているかもしれないなどと思うのは耐えられないことです。
自分を裏切ったドン・セバスティアンを恋敵のまえで弁護するクセリーヌの思いは遠く離れた
場所にいるドン・セバスティアンに届き，その心を動かす。
De　sent㎞ents　si　g6n6reux　6tant　port6s　par　la　voix　publique　jusques　au　Camp　du　faux
S6bastien，　rappelaient　dans　son　coeur　l’amour　que　son　ambitioll　avait　6touff6．
伽砿，P510）
クセリーヌ姫のこの寛大さは人々の口に上り，やがて偽セバスティアンの陣営に伝えら
れた。そして野心に押し潰されていた愛がセバスティアンの心のなかに甦ったのである。
このように，目の前にいる相手を説得するために語った言葉（内容）が，直接の説得の対象とし
て話者が想定している相手以外の人物の耳に入り，この予期せぬ聞き手の心を動かすという構図
は，ヴィルディユ夫人の小説に見ることのできる演劇的手法の基礎をなすものである。第三者が
隠れて他人の会話を盗み聞きすることで，そのときまで見えなかった真実に気づくという演劇的
構図が敷術され，クセリーヌ姫の真心が，距離的な隔たりを超越してドン・セバスティアンの心
を揺さぶるのである。ここには，この時代特有の美意識が窺えないだろうか。すなわち，真実は
直接的な方法では知ることができない。本来自分に向けられたものではない言葉のなかにこそ，
隠された真実を知る手掛りが潜んでいるのだという考えがこの手法のなかに表われているのでは
なかろうか。
ヴィルディユ夫人の小説美学を何よりもよく反映しているのはこの物語の結末部分である。ク
セリーヌはドン・セバスティアンが偽者であることを知ったあとでもなおこの偽者を愛し続ける
のである。ボワイエの戯曲においては，最後のシーンでのオロパストの告白によって，彼が偽ト
ナクサールであることがはっきりした以上，偽者の王をエジオンヌが愛するはずはないことは明
らかであることを考えれば，ヴィルディユ夫人の物語の結末の独自性がより鮮やかに浮かび上
がってこよう。悲劇の登場人物であるエジオンヌ姫にとっては偽者の王を愛することなど考えら
れるはずもない。だが，悲劇よりも自由なジャンルである小説の主人公であるからこそクセリー
ヌ姫は偽ドン・セバスティアンを愛し続けることができるのである。
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Ne　vous　accablez　point　d’un　remords　inutile，　interrompit　la　g6n6reuse　Pril1㏄sse，
1’aimais　la　personne　de　Dom　S6bastien　plus　que　r6clat　dont　e皿e　6tait　environ116e：1’ai
cru　trouver　cette　personne　en　vous，　et　les　chames　qui　m’avaient　touch6e，　n’ont　rien
perdu　de　leurs　privil6ges，　pour　n’etre　pas　plac6s　dans　un　Monarque．　J’avoue　que　je　ne
les　aurais　pas　remarqu6　dans　un　homme　du　commun，　mon　courage　et　ma　naissance　ne
m’eussent　permis　d’arreter　les　yeux　que　sur　ce　que　je　croyais　un，grand　Roi．　Mais　en且n
mon　erreur　me　fut　ch6re　3【．．．】
（Lε5／1πη認858α14π陀∫，p．512－513）
「無用な後悔でご自分を責めるのはどうぞおやめください。」そう言って心優しき姫君
は偽ドン・セバスティアンの言葉を遮った。「私が愛したのは，ドン・セバスティアン
その人なのであって，その付帯物である栄光ではないのです。私はあなたがドン・セバ
スティアンであると思ったのですし，あなたがたとえポルトガル王でなくとも，あなた
のうちに私が見出した魅力も，あなたが私にとってドン・セバスティアンであるという
気持ちも変わることはないのです。確かに，もしもあなたのことをポルトガル王と思い
込んでいなければ，私は王族の一員としての誇りに邪魔されて，王家の血をひく者でな
い男性を好きになったりしなかったでしょう。でも結局，私のこの思い違いこそ私にとっ
て何より大切なのです。［．．．．．．］」　　　　　　　　　　　　　　　　（『恋の暦』）
この物語の語り手が続けていうように，「クセリーヌ姫は偽ドン・セバスティアンを心の底から
愛していたのです」（514頁）。ここにおいて，真と偽の立場が逆転する。クセリーヌ姫は偽者で
あることを承知でドン・セバスティアンを愛するというのである。瓜二つの主題と結び付いた変
装のテーマは，本物とその偽者との対立を描きだす。偽者であるという烙印を押された者は，そ
の存在理由を根底から揺さぶられる。だからこそ『アンフィトリョン』（1668年）においてソジ
ばかりではなくアンフィトリョンまでもが，自分こそ本物のソジ，アンフィトリョンであること
　　　　　　　　弓?ﾘ明しようと躍起になるのである。rオロパスト』においては，トナクサールとして君臨して
いる人物が偽者であることが明らかになったところで，失われていた秩序が取り戻され，本物か
偽者かをめぐって展開していた戯曲は終結する。ところがヴィルディユ夫人の物語においては，
偽者のほうに本物よりも高い価値を与えると解釈することさえ可能なこの結末によって，従来こ
のテーマが戯曲の枠のうちで受けてきた扱いに180度の転換が見られたのである。偽者としてそ
の存在理由が否定されるのではなく，偽者であるとしてもなお相手が愛しい存在であることに変
わりはないのである。真実は第三者の目を通してしか知ることができないとする醒めた意識と並
んで，何よりもまず自らの目と心を信じるクセリーヌのこの台詞が見られることは実に興味深い。
情熱恋愛が冷めていくのは止められないにしても，離れていった相手の気持ちを再び取り戻す可
能性を示唆して終わるこの物語の結末は，楽観的悲観主義と呼んでもよいようなヴィルディユ夫
人独自の小説美学を映しだしているといえないだろうか。　　　　　　　　　　　＼〆
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@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぞ“
ヴィルディユ夫人は，本物と偽者の対立を軸とした当時流行の戯曲のテーマを取り入れて読者
の興味をかきたてただけではない。当時の演劇において瓜二つのテーマが偽者の価値を認めない
ことはいわば暗黙の了解事項であったのに対して，夫人は偽者の復権を図ることで，女性の側の
ひたむきな愛のかたちをまたひとつ書き加えたのである。　　　　　　　　　　　　’
注
1）　　Georges　Forestier，　E5所6吻麗θ481’∫4θη’漉4απ5’e’漉∂〃εノンαπf必で1550－168の．　LθD69痂3θ配επ’θ∫
∫ε34v4∫α雌，　Gen6ve，　Droz，1988，　p．11，‘‘Que　rapparen㏄soit　affect6e　ou　non，　que　le　personnage
d6guis6　soit　conscient　d’etre　autre　que　ce　qu’il　parait　ou　qu’il　soit　le　pre血er　tromp6　par　son
identit6　fictive，　on　parlera　de　d6guisement　dans　tous　les　cas　d’illternlption　momentan6e　de　ridentit6
relay6e　par　l’㎞position　d’une　identit6　usurp6e．”
2）　　トマ・コルネイユの『ティモクラート』とボワイエの『オロパスト』を評してフォレスティエは
次のように述べている。“deux　des　trag6dies　a　d6guisement　les　plus　importantes　du　XVIIe　si6cle”
（め’4．，P。267）
3）　　フォレスティエ，前掲書，486頁，注16。
4）　　フォレスティエ，同書，144頁，“Les　rares　6checs　des　d6guisements　des　h6ros”。
5）　ボワイエ「オロパスト』のテクストについてはすべて，パリ国立図書館所蔵の台本（Yf　4853）に
よるものである。なお綴りの現代化を図った。
6）　　‘‘Il　fait　de　son　mieux　pour　en【du　Roi　de　Portugal】jouer　le　personnage”（Lε5・4〃π認8∫8〃」4π榔，
P．487）．
7）　Darie：　　【＿】
Vous　voyez【＿1　　　　，
【＿】
Et　que　d’un　Roi　si　cher　dont　il　porte　rimage，
11n’en　a　retenu　que　rombre，　et　le　visage．
H6sione：C’est　assez，　et　c’est　trop　d’en　avo辻ala　fois
Tous　les　traits　apparents，　rair，1a　tame，　et　la　voix．
Darie：　De　si　contraires　m㏄urs　font　voh　son　imposture．　　　　　　　　　．
H6siolle：Mais　des　traits　si　pareib　6tonnent　la　Nature．　　　　一
（0アOP鋸’ε，1，3，　P，13）
8）　　“On　ne　voit　rien　de　plus　surprenant　dans　toutes　les　Histoires，　que　la　perfection　de　cette
ressemblance・EHe　s’6tendait　jusques　aux　marques　naturelles，　que　Dom　S6bastien　avait　ell　quelques
endroits　du　corps．”（め’4．，P．488）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
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